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、 

作
家
 

太
宰
 
治

ー
 

明
治
四
十
二
年
、

六
月
十
九

日
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
三
年

東
京
三
鷹
市
の
玉
川
上
水
に
投

身
。
奇
し
く
も
三
十
九
回
目
の

誕
生
日
に
当
た
る
六
月
十
九
日

に
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
 こ
の

直
後
に
発
刊
さ
れ
た
の
が
 
「人

間
失
格
」
 
や
「桜
桃
」
な
ど
。
 

県
立
芦
野
公
園
、
太
宰
文
学
碑

前
で
行
わ
れ
た
第
四
十
九
回
桜
桃

忌
。
金
木
町
が
生
ん
だ
作
家
太
宰

治
を
し
の
び
、
今
年
も
大
勢
の
太

宰
フ
ァ
ン
が
全
国
各
地
か
ら
訪
れ

ま
し
た
。
 

献
花
に
先
立
ち
、
田
中
町
長
が
、
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ト
献
花
す
る
田
中
町
長
 

山
梨
県
河
口
湖
町
で
行
わ
れ
た
太

宰
文
学
碑
の
除
幕
式
に
出
席
し
た

こ
と
に
触
れ
 
「こ
れ
か
ら
は
、
太

宰
に
つ
い
て
観
光
だ
け
で
な
く
、
 

文
化
的
に
も
交
流
し
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
太
宰
の
長

女
で
あ
る
津
島
園
子
さ
ん
が

「太

宰
は
生
前
住
ん
で
い
た
ふ
る
さ
と

金
木
が
、
そ
し
て
斜
陽
館
が
好
き

で
、
ふ
る
さ
と
の
悪
口
を
言
わ
れ

る
と
機
嫌
が
悪
か
っ
た
。
心
は
い

つ
も
金
木
に
あ
り
ま
し
た
。
四
十

九
年
経
っ
た
が
、
今
な
お
太
宰
が

皆
さ
ん
に
慕
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
 

文
学
碑
に
は
、
始
め
に
名
川
町

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
娘
に
よ
り
、
太
宰

の
好
物
だ
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ポ
が
捧
 
 げ

ら
れ
、
関
係
者
や
太
宰
フ
ァ
ン
 

ー
人
ひ
と
り
が
、
白
い
菊
の
花
を

献
花
し
ま
し
た
。
 

サ
ク
ラ
ン
ボ
娘
の

一
人
、
大
嶋

泉
さ
ん
は
「
偶
然
で
す
が
、
今
日

は
私
の
誕
生
日
な
の
で
す
。
桜
桃

忌
に
参
加
で
き
て
、
大
変
感
激
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
ま
し
た
。
 

太
宰
を
し
の
び
 

母
を
し
の
ぶ
 

こ
の
後
、
中
央
公
民
館
に
場
所

を
移
し
、
太
宰
を
し
の
ぶ
会
が
開

か
れ
、
八
十
人
の
太
宰
フ
ァ
ン
を

前
に
津
島
園
子
さ
ん
が

「
今年
は

太
宰
を
し
の
ぶ
・
母
を
し
の
ぶ
会

に
な
り
ま
し
た
。
太
宰
に

一
生
を

捧
げ
た
母
を
失
い
ま
し
た
が
、
太
 
 宰

文
学
を
今
後
も
守
っ
て
い
き
ま

す
」
と
、
ま
た
、
「来
年
ォ
ー
プ
ン

す
る
斜
陽
館
が
太
宰
が
育
っ
た
ま

ま
の
斜
陽
館
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
 

天
国
か
ら
父
も
、
斜
陽
館
が
復
活

す
る
の
を
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、「個
性
輝
く
学
校
づ
く

り
推
進
事
業
」
と
し
て
「
太
宰
研

究
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
金
木

高
等
学
校
の
成
田
静
哉
さ
ん
と
山

田
暁
子
さ
ん
が
、
校
内
で
行
っ
た

ダ
ザ
イ
オ
サ
ム
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
発
表
し
、
「太

宰
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
っ
て
い
な
い
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
太
宰

遠
足
と
称
し
て
太
宰
文
学
碑
廻
り

な
ど
を
行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
 

‘
お
礼
を
述
べ
る
津
島
園
子
さ
ん
 

▲発表する山田さんOと成田さん 
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(
 



元
気
は
つ
ら
つ
は
っ

す
る
プ
レ

ー
 

六
月
二
十
一
日
、
金
木
町
運
動

公
園
で
、
町
内
に
居
住
す
る
小
学

生
以
上
の
男
女
、
二
百
五
十
余
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
て
、
第
十

四
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
選
手
選

考
会
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
成
田
勝
義
教
育

長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
 
 

揮
し
て
下
さ
い
」
 
 
・
と

激
励
し
た
後
、
参
加

選
手
を
代
表
し
て
金

木
小
学
校
六
年
の
前

田
紗
也
香
さ
ん
が
 

「
マ
ー
フ
ソ
ンを
通
し

て
、
苦
し
い
と
き
も

頑
張
る
強
い
心
を
鍛

え
ま
す
」
と
選
手
宣

誓
し
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
小
学
校

低
学
年
が
野
球
場
を

発
着
点
に
運
動
公
園

内
を
一
周
し
、
小
学

校
高
学
年
か
ら

一
般

ま
で
は
運
動
公
園
か
ら
沿
道
に
繰

り
出
し
、
折
り
返
し
て
く
る
コ

ー
 

ス
で
健
脚
を
競
い
、
予
想
に
反
し

大
健
闘
す
る
選
手
に
父
兄
や
家
族

等
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

小
学
校
低
学
年
（
男
子
）
 

一
姉

一
位
 
斎
藤
 
翻
太
 
（
金
 木
）
 

二
位
 
木
下
 
慈
大
 
（
嘉
 瀬
）
 
 三

位
 
工
藤
 
剛
志
 
（
川
 
倉
）
 

小
学
校
低
学
年

（
女
子
）
 
一
b
 

一
位
 
工
藤
 
沙
希
 
（
金
 
木
）
 

二
位
 
川
島
 
麻
耶
 
（
金
 木
）
 

三
位
 
古
川
 
好
子
 
（
金
 木
）
 

小
学
校
高
学
年

（男
子
）
 

一
・
五
姉
 

一
・
五
姉

一
位
 
泉
谷
由
李
香
 
（
川
 
倉
）
 

二
位
 
飯
塚
 
緑
 
（

嘉
 
瀬
）
 

三
位
 
今
 
絵
里
加
 
（
嘉
 瀬
）
 

中
学
校

（
男
子
）
 

三

・
五
姉

一
位
 
生
玉
 

顕
 
（
金木
中
）
 

二
位
 
木
立
 

俊
 
（
金木
南
）
 

三
位
 
工
藤
 
智
弘
 
（
金木
南
）
 

中
・
高
校
（
女
子
）
 
一

一
一
細

一
位
 
徳
田
 
真
澄
 
（
金木
中
）
 

ニ
位
 
中
谷
 
香
織
 
（
金木
中
）
 

三
位
 
秋
村
 
優
子
 
（
金木
南
）
 

高
校
・
一
般
（
男
子
）
 
五
師

一
位
 
菅
原
 
浩
 
（
金
 

木
）
 

二
位
 
鳴
海
 
隆
弘
 
（
金
 
木
）
 

三
位
 
田
中
二
三
猛
 
（
金
 木
）
 

一
般
四
十
歳
以
上

（男
子
）
五
姉

一
位
 
神
島
 
敬

一
 
（嘉
 
瀬
）
 

二
位
 
福
士
 
嘉
雄
 
（喜
良
市
）
 

三
位
 
工
藤
 
勇
蔵
 
（
金
 木
）
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

北
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
会

長
H
木
村
不
二
男
）
主
催
の
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、六
月
十
ニ
日
芦

野
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
 

地
域
を
越
え
た
仲
間
の
輪
を
広
め

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

開
会
式
で
、
木
村
会
長
が

「優

勝
は
二
の
次
。
楽
し
く
、
ケ
ガ
を

し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
、
競
技
説
明
等
を

受
け
た
後
、
試
合
開
始
。
北
郡
六

町
村
か
ら
集
ま
っ
た
三
十
七
チ

ー
 

ム
二
百
二
十
二
名
は
、
強
弱
を
つ
 
 け

た
見
事
な
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き

で
頭
脳
プ
レ
ー
を
披
露
。
笑
顔
が

た
え
な
い
一
日
で
し
た
。
 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴル
フ
 

町
民

一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
健

康
保
持
増
進
の
た
め
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
で
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
も
ち
、
 

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
を

目
的
に
、
第
四
回
「
ふ
れ
あ
い
と

健
康
」
グ
ラ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

が
七
月
一
日
、
芦
野
公
園
特
設
ゴ

ル
フ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
参

加
し
た
七
十
三
名
に
よ
る
個
人
戦

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
ケ
ガ
人

も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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第
十
四
回
 

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

▲家族の声援を受け力走 

位 

工 
藤 

小三二一
学位位位
校 
高荒棟奈
学井方良
年 
／へ達裕享
女哉也平
子 

一位 奈

良 享

平 （喜良

市） 

二位 棟方 裕也 （嘉 

瀬

） 

三

位 荒

井 達哉 （

川 倉） 

▼力強く選手宣誓 

▲ナイスショット！ 
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ト職 業 団体職員 

（経理課長） 

ト氏 名 加藤 剛 

ト年 齢 60歳 

ト出身地 五所川原市 

ト家 族 妻、長女 
」
 

金
木
町
の
皆
様
如
何
お
過
ご
し

で
す
か
。
 

小
生
金
木
町
に
昭
和
二
十
年
に

転
入
し
、
小
学
校

・
中
学
校
を
卒

業
し
て
、
五
所
川
原
高
校
に
進
学

昭
和
三
十
年
に
卒
業
と
同
時
に
金

木
町
か
ら
転
出
し
ま
し
た
。
 

金
木
町
に
は
十
年
間
お
り
ま
し

た
が
、
小
生
に
と
っ
て
は
長
か
っ

た
の
か
、
短
い
の
か
。
 で
も
第
一
一

の
故
郷
と
し
て
い
つ
も
心
に
金
木

の
こ
と
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
お
り

ま
す
。
 

友
人
た
ち
に
も
小
生
の
故
郷
は
 

「太
宰
」
 
の
生ま
れ
た
と
こ
ろ
と
 

同
じ
だ
と
自
慢
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
三
十
年
以
降
は
職
務
の
関

係
上
、
東
京

・
北
海
道
・
神
奈
川

県

・
京
都
府

・
広
島
県
な
ど
日
本

中
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

転
出
以
後
、
金
木
に
は
二
度
程

伺
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
折
町
を
散
策
し
て
、
昔
を
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
 

平
成
元
年
に
縁
あ
っ
て
、
現
在

の
職
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

最
後
に
金
木
町
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康

を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

ト
は
い
チ
ー
ズ
 I・
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み
ん
な
そ
ろ
っ
て
『
虫
送
り

』
 

笛
、
太
鼓
に
鐘
の
音
、
荒
馬
の

躍
動
に
獅
子
の
舞
い
。
 

田
植
え
後
の
恒
例
行
事
「
虫
送

り
」
を
嘉
瀬
地
区
子
ど
も
会
育
成
 
 会

連
合
会

（
会長
H
木
村
美
智
子
）
 

が
六
月
十
四
日
、
 
「
五
穀
豊
穣
交

通
安
全
祈
願
虫
送
り
」
と
し
て
、
 

嘉
瀬
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

朝
八
時
三
十
分
に
嘉
瀬
公
民
館

で
出
発
式
を
行
い
、
は
つ
ぴ
姿
で

頭
に
豆
し
ぼ
り
、
太
刀
を
手
に
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
披
露
で
き
る
と
あ
っ

て
大
張
り
き
り
、
鳴
海
収
入
役
か

ら
 
「皆
さ
ん
の
願
い
が
天
ま
で
届

く
よ
う
に
、
力
一
杯
踊
っ
て
下
さ

い
」
 
と
激励
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
後
、
中
柏
木
地
区
か
ら

「虫
送
 

農
休
日
で
 

リ
フ
レ
ッシ
ュ
 

六
月
八
日
蒔
田
地
区
で
、
農
休

日
を
利
用
し
た
蒔
田
さ
な
ぶ
り
が

行
わ
れ
、
家
族
総
出
で
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

同
地
区
で
は
、
三
年
前
に
お
神

輿
を
も
ら
い
受
け
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
農
繁
期
を
過
ぎ
た
六
月
か
 
 り

」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
 
「虫
」
を
先

頭
に
 
「ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
」
 
の
掛
け

声
で
、
太
刀
棒
を
打
ち
合
わ
せ
、
 

振
り
回
し
な
が
ら
太
刀
振
り
を
す

る
子
ど
も
た
ち
や
、
家
内
安
全
と

虫
よ
け
等
の
願
い
を
込
め
て
 
「お

か
し
こ
」
 
の
先
導で
三
頭
の
獅
子

踊
り
が
続
き
、
二
人
の
手
綱
引
き

に
導
か
れ
た
荒
馬
に
よ
る
橋
渡
り

の
英
姿
を
披
露
。
沿
道
に
は
、
「虫

送
り
」
を
喜
ぶ
人
た
ち
が
出
て
盛

ん
に
拍
手
。
最
終
地
点
の
嘉
瀬
公

民
館
ま
で
の
約
六
血
を
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
百
五
十
人
余
り
が

列
を
な
し
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

ら
九
月
ま
で
の
月
二
回
を
農
休
日

と
し
て
、
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
や
キ

ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
焼
肉
パ

ー
 

テ
ィ
ー
を
実
施
し
家
族
団
ら
ん
、
 

地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
六
十
名
が

参
加
し
、
神
社
で
お
は
ら
い
を
し

た
後
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
刀

振
り
ゃ
、
大
人
の
仮
装
行
列
が
地

区
内
を
練
り
歩
き
、
住
民
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

(
 



4秋の収穫が楽しみです 
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▲何が当たりました？ 

.
 

F」
 て

可
愛
ら
し
 

く
、
親
鳥
に

な
る
ま
で
預

か
り
、
そ
の

後
は
自
然
に

返
す
予
定
で

す
。
 

▲かわいい目！! 

『厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
』
 

(
 

金
木
町
料
飲
店
組
合

（
組
合長

廿
田
中
豊
蔵
）
が
主
催
す
る
「
第

八
回
よ
い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
」
 
が

六
月
十
四
日
、
金
木
町
商
工
会
館

を
主
会
場
に
二
十
四
軒
の
料
飲
店

の
協
力
を
得
て
、
町
内
外
か
ら
三

百
名
が
参
加
し
、
町
内
を
飲
み
歩

き
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
料
飲
店
組
合
の
活
性

化
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
交
流
を

図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
三

千
円
の
参
加
費
を
支
払
い
、
家
族

や
友
人
、
職
場
の
仲
間
で
グ
ル

ー
 

プ
を
作
り
指
定
さ
れ
た
時
間
内
に

五
軒
の
店
を
回
り
、
日
本
酒
や
ビ
 

ー
ル
、
水
割
り
、
ジ
ュ
ー
ス
等
を
 

金
木
地
区
4
H
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会

（
会
長H
徳
田
喜
代
司
）
で

こ
の
度
、
広
さ
十
ア
ー
ル
の
畑
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
 

4
H
と
は
、
H
E
A
R
T
（心
）
、
 

H
E
A
D
（知
識
）
、H
A
N
D
（
技

術
）
、
H
E
A
L
T
H
（健
康
）
の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
ア
メ
リ

カ
で
誕
生
し
、
昭
和
二
十
三
年
に

教
育
の
一
環
と
し
て
日
本
に
上
陸
。
 

現
在
会
員
数
は
、
金
木
普
及
所
管

内
（
金
木
、
中
里
、
市
浦
、
小
泊
）
 

二
町
二
村
の
農
業
青
年
十
二
人
で
 
 各

人
が
飲
ん
で
店
か
ら
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
も
ら
い
な
が
ら
飲
み
歩

く
も
の
で
、
五
軒
を
は
し
ご
し
た

参
加
者
は
ゴ
ー
ル
の
商
工
会
館
目

指
し
、
次
な
る
狙
い
は
、
は
ず
れ

な
し
の
豪
華
商
品
が
当
た
る
く
じ

引
き
。
ビ
デ
ォ
付
き
テ
レ
ビ
や
冷

蔵
庫
な
ど
の
電
化
製
品
、
洗
剤
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
生
活
必
需
品

が
当
た
る
と
あ
っ
て
真
剣
そ
の
も

の
。
こ
の
商
品
は
、
町
内
各
店
か

ら
の
寄
付
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
高
価
な
商
品
が
で
る
た
び

に
「
大
当
り
、
」
の
鐘
の
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
 

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

4
H
ク
ラ
ブ
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
栽
培
を
通
じ
て
会
員
の
連
帯

感
を
高
め
る
と
共
に
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
の
地
域
住
民
に
呼
び

か
け
、
秋
に

一
緒
に
収
穫
す
る
こ

と
で
活
動
へ
の
理
解
を
高
め
、
4
 

H
の
意
味
を
知
っ
て
欲
し
い
と
実

施
し
た
も
の
で
す
。
 

収
穫
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
 

約
四
千
本
を
見
込
ん
で
お
り
、

一

本
三
十
円
か
ら
五
十
円
の
安
価
で

お
わ
け
す
る
予
定
で
す
。
 
 

(
  フ

ク
ロ
ウ
 

が
仲
間
入
り
 

こ
の
度
、
芦
野
児
童
動
物
園
に
、
 

幼
鳥
の
 
「フ
ク
ロ
ウ
」
が
新
た
に

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
 

こ
の
フ
ク
ロ
ウ
は
、
六
月
上
旬
 
 に

木
造
町
内
で
、
え
さ
も
食
べ
れ

な
い
ほ
ど
衰
弱
し
た
状
態
で
保
護

さ
れ
、
収
容
施
設
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
様
々
な
野
生
の
鳥
獣
を

飼
育
展
示
し
て
い
る
芦
野
児
童
動

物
園
で
、
飼
育
す
る
こ
と
に
な
つ

た
も
の
で
す
。
 

す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
フ
ク
 

ロ
ウ
は
、
目
が
パ
ッ
チ
リ
し
て
い
 

還
元
融
資
 

平
成
九
年
四
月
一
日
に
供
用
開

始
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
は
、
 
『厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
』
か
ら
約
五
億
三
千
万
円

の
融
資
を
受
け
て
完
成
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
融
資
の
対
象
と
な
る

事
業
は
、
社
会
福
祉
施
設
、
ご
み

処
理
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

エ
リ
ァ
施
設
な
ど
、
福
祉
の
増
進

や
生
活
の
向
上
に
直
接
役
立
つ
も

の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

▲―般廃棄物最終処分場 



ふ
れ
あ
い
 

昼
食
会
 

六
月
十
三
日
、
町
と
町
社
会
福

祉
協
議
会

（
会長
H
角
田
正
男
）
、
 

町
連
合
婦
人
会

（
会長
n
福
山
初

枝
）
共
催
に
よ
る
 
「ふ
れ
あ
い
昼

食
会
」
＆
「
金
木
町
婦
人
会
芸
能

大
会
」
が
、

一
人
暮
ら
し
の
老
人

等
約
百
二
十
名
を
招
い
て
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
先
立
ち
、
鳴
海
収
入
役
 

町
の
お父
さ
ん
へ
 

ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
 
 

が
 
「若
い
人
を
大
事
に
し
、

い
つ

ま
で
も
長
生
き
し
て
下
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
 

朝
早
く
か
ら
弁
当
作
り
に
お
わ

れ
た
福
山
会
長
は
「
「
お
い
し
か

っ
た
』
と
い
う
一
言
が
次
へ
の
活

力
と
な
る
。
私
た
ち
は
、
ふ
れ
あ

い
弁
当
を
『
長
生
き
弁
当
」
と
言

っ
て
る
ん
で
す
」
と
笑
顔
が
た
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

こ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
色
と
り

ど
り
の
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
歌

や
踊
り
の
芸
能
大
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
 

父
の
日
が
日
曜
日
の
た
め
翌
日

の
六
月
十
六
日
、
町
連
合
婦
人
会

の
福
山
初
枝
さ
ん
、
神
島
り
裏
子

さ
ん
、
佐
々
木
八
重
さ
ん
の
三
人

が
、
日
頃
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
も

ら
お
う
と
役
場
を
訪
れ
、
田
中
町

長
始
め
、
吉
田
助
役
、
鳴
海
収
入

役
、
成
田
教
育
長
に
父
の
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
 

福
山
さ
ん
は
「
町
長
始
め
皆
さ

ん
は
、
町
の
お
父
さ
ん
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」
 

と
話
し
、
田
中
町
長
が
「
山
歩
き

が
趣
味
で
そ
の
時
取
っ
て
き
た
I
I、
 

ズ
を
少
し
ば
か
り
」
と
三
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

第
ニ
十
一
回
 

金
木
俳
句
大
会

入
選
作
品
集
 

宿
題
「
「
当
季
雑
詠

』
 

（金
木
町
分
）
 

・

陽
炎

の
 

中

よ
り
列
車
 

抜
け

き
け
ず
 

阿
部
 
巽
風
 

・

郵
便
夫
 

ポ
ト

リ
と
春

を
 

置

い
て

ゆ
く
 

架

よ
り
軽

く
 

村
田

ひ
で
お
 

子

は
空

へ
 

・

陸
南
大湾
を
 

高
橋
け

ん
一
 

泳
ぎ

切
る
か

に
 

・
大
仏
の
 

鯉
の
ぼ

り
 

微
睡

う
ら
う
ら
 

平
井
 

機
炎
 

風
薫

る
 

・

ふ
る
里
も
 

一
戸
 
耕
雨
 

過
疎

の
指
定

ゃ
 
・
藤

の
花
 

夏
燕
 
を

ん
な

は
ま
な

こ
 

坂

田
 
雑
人
 

つ
む
る
癖
 

・

万
緑
や
 

葛
西
 
幸
子
 

鼻

ぶ
く
ろ
大

き
な
 

・
草
書

に
似
し
 

仁
王
様
 
蜘
珠

の
遊
び
を
 

沢

田
 
一
歩
 
見

て
る
た
り
 

・

葉
桜
の
 
松

川
 
青
雅
 

こ
の
径
行
け
ば
 

・
異
国

め
く
 

太
宰

の
碑
 
函
館

の
坂
 

北
川
せ
つ

女
 
リ

ラ
の
花
 

・

出
逢

う
た

び
 
気

仙
千
鶴
子
 

ロ
づ
け
を
し

て
 

・
天
蒼
し
 

蟻

の
径
 

誰
は
ば

か
ら

ぬ
 

沢

田
 
政
孝
 
八

重
桜
 

・

水

に
写

る
 

野
宮
 
素
外
 

空

に
抜
け

田
を
 

・
伐
木

の
 

植

え
歩
く
 

身
構

え
し

時
 

山
本
 

れ
い
 

滴
り

ぬ
 

・

ダ

ン
ベ
ル

の
 
斎

藤
 

節
村

右
手

ひ
だ
り
手
 

・
転
居
あ

と
 

新
樹
光
 

あ

る
じ

待
っ
ご

と
 

長
内
 
沖
骨
 

て
ま
り

花
 

・
た
ん
ぽ
ぽ

の
 

水
上
喜
美

枝
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●春菊と人参のごまあえ 

材 料（ 4 人分） 
春 菊 	300g 
人 参 	80 g 
ご ま 	80g 
みりん 	大さじ 1 
砂 糖 	大さじ 1 
しょうゆ 	大さじ1.5 
作り方 
①人参は皮をむいて 3 cmの千切りにし

てゆでておく。 
②春菊は色よくゆでて 3 cmに切る。 
③ごまはから妙りし、すり鉢ですり、 

調味料で味をととのえ、①と②を入
れあえる。 

叱

g
g
さ
さ
さ
 

3
08
08
0大
大
大
 

」
し」
し”
し
 

1
l

L
 

に

v
 

▲大好評のヘルシー朝食‘ 

塩
分
ひ
か
え
め
に
 

(
 

六
月
二
十
六
日
、

喜
良
市
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
で
「
総

合
健
診
」
が

行
わ
れ
、

受
診
し

た

方
に
食
生
活
改
善

推
進

員
会

（
会

長
n
青
山
ユ
キ
）
か
ら

塩
分
ひ

か

え
め
な

朝
食

の
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ

れ
ま
し

た
。
 

日
頃
か

ら
食
生
活

改
善
推
進
員

会
で

は
、
金
木
町
が

日
本
一
の
短

命
町

で
あ
る
こ
と
と
、

塩
分

の
取

り
過
ぎ

に
よ
る
成
人

病
（

生
活

習

慣
病
）

予
防

の
た
め
に
、

見
た
り

聞
い

た
り
す

る
こ
と

よ
り
、

じ
か

に
体
験

（
食
事
）
し

て
う
す
味
に
 

慣
れ

て
も
ら

お
う
と

実
施
し

て
い

る
も

の
で
、
前
日
の
下
ご
し

ら
え

か
ら
、

こ
の
日
も

朝
早

く
か
ら

準

備
し
ま
し

た
。
 

七
時
前
か
ら

受
診
さ
れ

た
方

々

は
朝
食

サ
ー
ビ

ス
に
大
喜
び

で
、
 

普
段
の
食

生
活
の
こ
と
を

話
し
、
 

質
問
し
た
り
、
作
り
方
を

聞
い
た

り
し
な
が

ら
、
用
意
し

た
二
百
一
一

十
食
分
を

平
ら
げ

ま
し

た
。
 

参
考
ま
で
に
、
 
「漬
物
と
み
そ

汁
だ

け
あ
れ
ば

後
は
い
ら

な
い
。
」
 

と
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、

体
に
は

良
く
な
い
そ

う
で

す
。
 

⑦ 広報かなぎ―川 III II 

も 凡0しミ手る。メ昌っ巨工 c一 
●さばのから揚げ五目ソースかけ

材 料（ 5 人分） 

③器にさばを盛り、②のソースをかけ、 
白髪ねぎを飾る。 

さ ば 400g 今回は、ユーネルギ133OKcalで塩分 
片栗粉 15g 2.7gとヘルシーで体に優しい『へIレ 
揚げ油 適宜 シー朝食」です。皆さんもぜひお試し 
人 参 25 g 下さい。 	食生活改善推進員会 
しめじ 50 g 
三ツ葉 
カリフラワ- 

25 g 
lOOg 

長ねぎ 25 g 
ケチャップ 30g 
とんかつソース 15g 
こしょう 少々 

作り方 へ 

〔下ごしらえ〕 

●大豆粉入りみそ汁 

材 料（ 4 人分） 
大 根 	50 g 
ワカメ 	20 g 
だし汁 	2 カップ 
大豆粉 	大さじ 4 
み そ 	30g 
油揚げ 小1枚 

作り方 
①大根と油揚げは 3 cmの干切りにする。 
②ワカメは細かく切っておく。 
③大豆粉は粉玉にならない様にさまし 

ただし汁で溶いておく。 
④鍋に分量のだし汁を入れ、煮た大根 

がやわらかくなったら油揚げとみそ 
を入れ、みそが溶けたら、②と③を 
入れ沸騰する前に火を止める。  

人 参 千切りにする。 
しめじ 石づきを取り小房に

分ける。 
三ツ葉 3m位に切る。 
カ )フラワー 

かためにゆでて、小
房に切る。 

長ねぎ 千切りにする。 
〔本ごしらえ〕 
①さばを 3 枚におろし、そぎ

切りにし、片栗粉をまぶし、 
油でからりと揚げる。 

②鍋水少々と下ごしらえした
野菜（三ツ葉を除く〕をか
たい順に入れて煮る。ケチ
ャップととんかつソース、 
こしようで調味し、三ツ葉
を加える。 

〇〇〇キャッチポール〇〇〇 
このコーナーは、皆さんから町に提言のあった場合掲載しま

す。ご意見‘ご要望がありましたら、どしどしお寄せ下さい。 

尚、今回は、郵送によるものを採用しました。 

―道路整備についてー 

私は喜良市柏木町に住むものです。実は、バス通りから柏木

町内に入る T字路の部分が、左右の視界が悪く狭いので拡張工

事をしてもらいたいと思います。また、町内中程からバス通り

までの問の側溝にフタがしてありません。自転車で通るときか

なり危険ですので、この部分も整備した方がいいと思います。 

柏木町の一町民より

県道交差点改良と側溝のフタ整備にてル、て（回答） 役場建設課

＠喜良市柏木町の一町民へ 

6 月20日付けのお手紙で、危険箇所をご指摘いただき誠にあ

りがとうございます。 

早速、現地調査し、交差点から四メートルまでフタ付きの側

溝を整備して県道との段差を解消し、わずかながら見通しも改

良しました。 

側溝のフタ整備については、中山間地域総合整備事業により

双葉町から下柏木町までの側溝を「融雪溝」にする計画であり、 

現在、水源等調査中でありますので、今しばらくお待ちくださ 
い0 



こ

く
み
ん

ね
ん

き
ん
 

国
民

年
金
に
 

任
意

加
入
 

で
き

ま
す
 

国
民
年
金
に
適
用
さ
れ
な
い
人

の
う
ち
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

人
は
、
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

①
六
十
歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
老
齢

（退
職
）
 

年
金
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
国

民
年
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い

る
人
。
 

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

人
。
 

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
、
 納

付
の
免
除
を
受
け
た
期
間
な
ど

を
合
わ
せ
て
原
則
と
し
て
二
十
五

年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
 

六
十
歳
に
な
っ
て
も
、
こ
の
期
間

に
不
足
し
て
い
た
り
、
資
格
は
満

た
し
て
い
る
が
、
よ
り
高
額
の
年

金
を
受
け
た
い
と
い
う
人
は
任
意

で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

③
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て

も
な
お
か
つ
、
最
低
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
せ
な
い
人
は
、
さ
ら

に
七
十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、
 

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
の

間
、
引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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繊難 
、★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中央公民館にご相談ください。すべて事務局が手配いたします。 1 

し三t.蕊 A と鱈三讐 EH']L豊二覧鷲 Th慧と鰍コ鷲鷲慧鴛禦誉(53- 3 5 8 1)
)1 E 4t< 

が“’べ母べ三こ＝べ三＞◇二二“な。べき＞α＞<xコ叱二 に＞<”く芙＞"'<"＜筆＞＜芙＞、 

にご鴛 2 	こ蕊 
合 ことの無い津軽弁を楽しく、再発見しても g 
8 らおうと問題にしたものです。 	 8 

令 Q.「かぜぎみでうじゃめできた」 を 令 

× 標準語の会話に直して下さい。 	 又 

斎 正解者の中から抽選で3名様に素敵な記 る 

A 念品を差し上げます。どんどん応募して下禽 

8 さい。 	 8 
8 応募方法 	 8 
I ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号 I 

8 を記入のうえ 	 8 

各 9クイズの答②今月号Pよかった記事 各 

§ ③つまらなかった記事④ご意見・ご感想を 蒼 

， 記入し 	 ， 

8 〒037-02 金木町大字金木字朝日山323 g 
， 	 金木町役場企画室 	 8 
§ までご応募下さい。 	 ， 

営 応募の締切は 8月 4 日当日消印有効。当 営 

8 選者の発表は 8月号に掲載します。 	g 
各 6 月号は「町へ買い物に行ったが、財布 8 
§ を忘れた」でした。当選者は次の 3名です。V 
， 	嘉 瀬 木 下 キ ミ さん 	言 
令 	金 木 田 中 恵 子 さん 	8 
多 埼玉県 浜 野 八重子 さん ， 

， たくさんのご応募、貴重なご意見有難う ， 

営 ございます。今回当選しなかった方もこれ 営 
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、
 愛

犬
家
の
皆
さ
ん
へ
 

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
ル

ー
 

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
犬
の
フ
ン

の
後
始
末
や
、
放
し
飼
い
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
犬
の
散
歩

時
に
、
他
人
の
敷
地
内
な
ど
を
何

げ
な
く
通
り
抜
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

近
所
付
き
合
い
な
ど
あ
り
ま
す
の

で
直
接
言
い
に
く
い
も
の
で
す
。
 

ペ
ツ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
 

責
任
を
持
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

へ
 

金
木
町
で
は
主
に
春
と
秋
に
乳

が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

診
に
は
毎
回
百
人
前
後
の
方
が
受

診
し
ま
す
。
こ
の
中
で
数
人
か
ら

十
数
人
程
度
が
精
密
検
査
が
必
要

と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

方
た
ち
皆
さ
ん
が
治
療
が
必
要
な

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
今
回
は

乳
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
検
診
で
精

密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
て
も
が

ん
以
外
に
も
病
気
が
あ
る
こ
と
や
、
 

検
診
後
の
精
密
検
査
や
治
療
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
 

⑥
乳
 
腺
 

乳
腺
の
疾
患
に
は
乳
が
ん
の
ほ

か
に
、
良
性
疾
患
が
あ
り
ま
す
の

で
、
し
こ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

も
そ
れ
が
な
ん
で
あ
る
の
か
を
検

査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
検
査

は
超
音
波
検
査
、
乳
房
の

x
線
検

査
を
し
ま
す
。
こ
れ
で
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
場
合
は
し
こ
り
の
一
部
 
 を

切
除
し
て
こ
れ
を
顕
微
鏡
で
検

査
し
ま
す
。
乳
腺
の
疾
患
で
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
じ
な
の
は
乳
腺
炎
と

い
う
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
授
乳

期
に
起
こ
る
の
で
検
診
で
は
あ
ま

り
見
ま
せ
ん
。
一
般
に
検
診
で
よ

く
見
ら
れ
る
の
は
乳
腺
症
と
い
う

も
の
で
、
お
っ
ぱ
い
を
つ
く
る
場

所
や
乳
首
に
運
ぶ
途
中
の
管
が
拡

張
し
た
り
、
そ
の
周
り
が
固
く
な

っ
て
し
こ
り
と
な
る
病
気
で
す
。
 

原
因
は
年
齢
的
な
変
化
も
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
詳
し
く
は
不
明
で

す
。
そ
の
他
、
若
い
方
（
二
十
、
 

三
十
代
を
中
心
と
し
て
）
に
は
線

維
腺
腫
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
は
っ
き
り
と
し
た
ク
リ
ッ

と
し
た
も
の
で
び
っ
く
り
し
ま
す

が
、
良
性
疾
患
で
す
。
 

検
査
の
結
果
、
乳
が
ん
で
手
術

が
必
要
で
も
腫
傷
の
大
き
さ
が
三
 

m以
下
で
あ
れ
ば
従
来
の
よ
う
に
 
 乳

房
を
全
部
取
ら
な
い
乳
房
温
存

手
術
を
行
い
、
放
射
線
療
法
を
行

う
よ
う
な
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
 

⑥
甲
状
腺
 

甲
状
腺
の
異
常
に
つ
い
て
検
査

す
る
の
は
、
①
甲
状
腺
全
体
に
腫

れ
が
な
い
か
、
②
甲
状
腺
の
中
に

腫
傷
が
な
い
か
、
と
い
う
二
点
で

す
。
外
来
で
超
音
波
検
査
を
行
い

判
断
し
ま
す
。
 

①
甲
状
腺
全
体
に
腫
れ
が
あ
る
場

合
 多

い
の
は
バ
セ
ド
ウ
病
と
い
う

病
気
で
す
。
こ
れ
は
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
多
く
な
る
病
気
で

す
。
こ
の
た
め
、
動
惇
が
し
た
り
、
 

よ
く
汗
を
か
い
た
り
、
目
が
ぱ
っ

ち
り
し
ま
す
（
女
性
で
は
こ
れ
を

バ
セ
ド
ウ
美
人
と
言
い
ま
す
。
故

夏
目
雅
子
が
よ
い
例
で
す
）
。
バ

セ
ド
ウ
病
は
抗
甲
状
腺
剤
と
い
う
 
 薬

を
飲
む
こ
と
が
主
な
治
療
で
す
。
 

そ
の
他
、
亜
急
性
甲
状
腺
炎
、
慢

性
甲
状
腺
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
も
内
服
薬
が
治
療
の
中
心

で
す
。
 

②
甲
状
腺
の
中
に
腫
蕩
が
あ
る
場

合
 腫

蕩
に
は
、
良
性
の
も
の
と
悪

性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
中

に
は
嚢
胞
と
言
っ
て
甲
状
腺
の
中

に
液
体
が
溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
嚢
胞
で
あ
れ
ば
針
を

刺
し
て
中
の
液
体
を
吸
引
し

（
普

通
の
注
射
針
で
す
の
で
痛
い
の
も

普
通
の
注
射
と
同
じ
で
す
）
、
細

胞
を
検
査
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

超
音
波
検
査
で
腫
蕩
と
判
断
さ

れ
れ
ば
、
頚
部
の

x
線
検
査
や
C
 

T
、
採
血
な
ど
を
行
い
ま
す
。
腫

蕩
が
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
腫
傷
を
構
成
す
る
細
胞
が
良

性
か
悪
性
か
を
判
断
す
る
た
め
に

針
を
刺
し
て
腫
蕩
の
中
の
細
胞
を

検
査
し
ま
す
。
し
か
し
、
甲
状
腺

の
腫
蕩
細
胞
は
一
個
一
個
で
は
は

つ
き
り
と
悪
性
で
あ
る
と
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
場
合
、
三
ケ
月
、
 

六
ケ
月
あ
る
い
は
一
年
お
き
に定

期
的
に
検
査
し
て
状
態
を
診
ま
す
。
 

し
か
し
、
腫
蕩
が
大
き
い
患
者
さ
 
 ん

な
ど
に
は
悪
い
も
の
と
断
定
で

き
な
く
て
も
手
術
を
勧
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
の
デ
ー
タ

で
す
が
、
日
本
人
で
甲
状
腺
が
ん

で
亡
く
な
る
方
は
年
間
八
百
人
程

度
と
言
わ
れ
、
青
森
県
の
人
口
か

ら
考
え
る
と
県
内
で
年
間
六
、
七

人
し
か
死
な
な
い
ほ
ど
悪
い
甲
状

腺
が
ん
は
稀
で
す
。
 こ
の
よ
う
に

甲
状
腺
の
病
気
は
悪
い
も
の
が
少

な
く
、
仮
に
が
ん
で
あ
っ
て
も
早

期
に
治
療
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か

ら
検
診
を
受
け
、
必
要
で
あ
れ
ば

検
査
、
治
療
を
す
る
こ
と
は
結
果

的
に
患
者
さ
ん
に
有
益
だ
と
思
い

ま
す
。
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一
 

》
＃
日
 

一

末

の

な

山
 

六
月
届
出
分
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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は じめま 

姿羨「冨一，ー‘血 

して 

臓 
リよう 	と 

諒 	人 

明るくたくましい子に育って
欲しい（父伊藤三四也より） 

‘ 	、ミ 、 

，一 

J。 

喫 	二メ 
一レ． 

こう 	き 

弘 	毅 

兄弟仲良く健康に育って 

〈母 梶浦千枝より） 

烈F可 

I 

、 	、 	4 
ママ…二撫。 	J 	ど一 

戸拠、か無議一一ー糾

一， b 

~ 	 」 ＝～、 

しゆう 

修 

元気に育って欲しい 

（母 山中美代子より） 

一七 に 

。  竺A
, 	 J 

. 

二、．藩f 	J 	r、 	「、 	‘一 	“「 

、 
、 

あっ 	や 

篤 	弥 

元気に育って欲しい 

（母 高田信子より） 

・ ‘ 

“、博 b 、、 

r 編 
“、 

・う’ 	 」F 
か 	のん 

海 	暖 

世界で活躍するような子に 
なってね（父荒関一寿より） 

あい 	リ 

愛 	梨 

姉妹仲良く元気に育ってね 
（母 古川真弓より） 

e 
Li! 
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	 伝言板 

＠届いています 
6月 1日 
芦野公園内（布袋） 

6 月11日 
金木郵便局横の路上（鍵） 

4 月 2 日へ・6月 2 日 
金木ショッピングセン 

タ一ノア内（財布） 
心当たりの方は、金木 

警察署落し物係まで。 
0係から 
このコーナーを利用し 

たい方は役場企画室まで。 

み 	なみ 

美 	波 

元気に育って欲しい 

（父 外崎清秋より） 

外古古小荒高福鈴山松工伊梶

崎川川松関田士木中尾藤藤浦 

木木木倉木枝 

津津櫛津桑津泉古木丹吉白今

島田弓~田 田 島谷川 下場田 川 

飼ー圭三多毎文 し J話I寿 4, ，】主 Z、こ主こ主一」ー 
サ春蓮繁 と 徳粟力 清金清清ナ

伯、満 J子ぐ C- I心；美ノJ I月ョ工‘月｛月 
ョ 武吉ノ1、せ一子 ネ則一正ール 

95 42 90 81 85 75 24 84 60 83 72 89 89 
才才才才才才才才才才才才才 

嘉金蒔金

瀬木田木 

6月末現在 前年同月比 

男 5,881人 △ 74人 

女 6,468人 △ 79人 

計 12, 349人 △ 153人 

世帯数 3,926 	 16 
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人
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お
め
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と
う
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に
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